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 Station Navigator２ 

Gamma Station 2カスタマイズ用ベースキット 

Gamma Station 2をより分かり易く、お客様のニーズにマッチした入出力形式で 

お使いいただくためにカスタマイズ可能なソフトウェアをご用意しました 

特長 

Gamma Station 2カスタマイズ用ベースキット（Station Navigator 2） 
● ご要望に応じたカスタマイズを短期間でかつ、安価にご提供 

● 選択項目を画面に一覧表示し、ボタン選択による簡単入力操作を実現 

● ウィザード形式の画面により、入力忘れなどのヒューマンエラーを防止 

● 分析結果を自動でプレビュー表示し、出力前に確認が可能 

● Gamma Station 2と同じ分析結果を出力 

Station Navigator 2は、ガンマ線核種分析ソフトウェア[Gamma Station 2]のカスタマ

イズ用ベースキットです。 

Station Navigator 2の導入により、試料情報登録から測定分析、 帳票出力までの一連

の操作が簡単に行えます。 

また、必要最低限の項目に絞ったカスタマイズで全くの初心者でも安心して操作する

ことを可能にし、ヒューマンエラーを大幅に削減します。 

さらに、分析結果は自動的に画面表示し容易に確認することができます。Station Nav-

igatorで、お客様の分析業務の効率アップを実現します！ 

Station Navigator 2 メニュー 



カスタマイズ対応 

パッケージソフトであるGamma Station 2ではお客様のご要望に応じたカスタマイズに制限がありますが、Station Navigator 2により、

あらゆるカスタマイズが可能になります。 マッチしない箇所だけをカスタマイズして、お客様の業務に最適なソフトウェアをご用意で

きます。 

 

・シンプルでカスタマイズ可能なメニュー構成 

お客様の使いやすいメニュー構成を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入力方式の変更 

Gamma Station  2の入力フォームに満足できない時には、レイアウトや入力方法を変更することが可能です。たとえば、Station Navi-

gator 2では自由文字列での入力項目をリストから選択するように変更することや、画面の入力方法を変更したいといった柔軟なカスタ

マイズに対応します。 

 

・項目の追加 

Gamma Station 2にはない新たな入力項目を追加したい場合には、Station Navigator 2に項目を追加し、出力することが可能です。 

 

・項目名称の変更 

Gamma Station 2に設定されている項目名称がわかりづらい場合は、Station Navigator 2でそれらの名称を変更することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出力帳票の変更・追加 

Gamma Station 2の帳票と従来から使用してきた帳票が大きく異なり、分析結果の管理・運用に問題がある場合は、帳票レイアウトの変

更・追加が必要になりますが、Station Navigator 2は帳票レイアウトの変更に対応し、従来通りの帳票レイアウトを参考にした帳票をご

用意することが可能です。 



 操作イメージ 

［ガンマ線核種分析入力画面］ 

● 画面遷移はウィザード形式なので、入力済み 

 の項目を確認しながら画面を進めることが 

 できます。 

● 選択項目はドロップダウンリストからの 

 選択だけでなく、一覧画面から選択すること 

 も可能です。 

  

［予定表画面］ 

● 測定分析の予定を確認することができます。 

● 測定分析の予定を登録することができます。 

● 簡単な操作で測定分析の予定を変更することが 

 できます。 

 

 

［分析結果プレビュー画面］ 

● 完了した測定分析結果をプレビュー確認す 

ることができます。 

● 条件を設定して、過去の測定分析結果を検索 

 することができます。 

● 分析結果の計算過程を確認することができま

す 



 仕 様 

※製品の改良に伴い、予告なく記載内容を変更させていただく場合がありますので、ご了承ください。〈2023年7月  Rev.1.2〉 

 動作環境 

● Gamma Station 2（DS-P1101）と同一環境で動作します。 

● Station Navigator 2を使用するためには、Gamma Station 2（DS-P1101）が必要です。 

■ 測定分析機能 
 項目  仕様 

ガンマ線核種分析 

分析モード： 放射能測定法シリーズ「ゲルマニウム半導体検出器による 

       ガンマ線スペクトロメトリー令和2年9月改訂版」に対応 

 

帳票    ：標準帳票、 

       詳細帳票（分析条件/サーチドピーク分析結果/核種定量分析結果/ 

                定量ピーク分析結果/関数適合結果/不確かさ/ 

                定量分析不確かさ/関数適合不確かさ/プロット） 

 

初期値   ：分析に使用するパラメータをあらかじめ登録することで、 

       分析毎に自動取得 

 

マスタデータ：手入力する項目をあらかじめ登録すると選択による入力が可能 

         プリセット/測定者/試料分類/試料名/採取場所/採取者/測定目的/部位/ 

         試料形状/測定位置/前処理法/試料量単位/線源 

バックグラウンド分析 

分析モード ： 放射能測定法シリーズ「ゲルマニウム半導体検出器による 

        ガンマ線スペクトロメトリー令和2年9月改訂版」に対応 

 

帳票       ：標準帳票、 

          詳細帳票（分析条件/サーチドピーク分析結果/核種定量分析結果/ 

                定量ピーク分析結果/関数適合結果/プロット） 

 

初期値      ：分析に使用するパラメータをあらかじめ登録することで、 

        分析の毎に自動取得 

測定のみ スペクトルの測定・保存のみを行い、測定結果を各種分析に利用が可能。 

検出限界プリセット 
試料分析時、対象とする核種（複数可）が全て指定した検出限界以下になる回数をカウン

トし、指定した回数に到達すると測定を停止。 

■ 表示機能 
 項目  仕様 

スケジュール確認 
検出器毎に測定予定の一覧を表示。 

未測定、測定中のスケジュールについて登録内容の変更が可能。 

測定状況表示 

検出器の状況を表示。（測定中/停止中/DT超過/通信不良） 

検出器毎の詳細状況を表示。（測定情報、試料情報） 

測定を中止することが可能。 

DT（デッドタイム）の基準値を設定でき、超過したら警告を表示。 

あらかじめご了承ください 

 

● 本ソフトウェアは個別に定める仕様に基づく動作の範囲内で保証されます。 

● 本ソフトウェアは別途規定するサポートポリシーに基づくサポートが提供されます。 

  サポートポリシーは弊社ウェブサイトから御確認いただくことができます。 


